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宮城県鹿島台商業高等学校
〒 989-4104
宮城県大崎市鹿島台広長字杢師前 44
TEL0229-56-2664 FAX0229-56-2461
URL http://kasimadai-ch@myswan.ne.jp

平成 28年 12月，全校生徒とその保護者及び本校の教職員を対象に「学校評価アンケート」を
実施しました。その結果を報告します。

学校評価平成28年度
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学ぶ意欲を引き出し，学力を身につけられるような授業が行われている。

挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行われている。

進路目標の明確化に向けた適切な指導が行われている。

教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じてくれる体制ができている。

部活動は活発に行われている。

生徒会活動は活発に行われている。

自分にとって有意義な学校行事がある。

学校は地域や伝統に根ざした特色ある学校づくりに取り組んでいる。

生徒に対して，災害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられている。

生徒に対して，学校便りなどによって，学校の情報は適切に伝えられている。

校舎やグラウンドなどの施設や設備は整備されている。

学校は日頃からいじめの早期発見に取り組んでいる。

自分にとって，学校生活は充実している。

資格取得に向けた指導が充実している。

学習成績の評価について，きまりがよく知らされている。

進路に関する情報が適切に伝えられている。

生徒の考えは尊重されている。

先生は，学習した内容が分かるまで教えてくれる。

校訓を知っている。

自分のクラスは良い雰囲気で学習できる。

自分の学校行事への取り組みは積極的である。
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お子さんの学ぶ意欲を引き出し，学力を身につけられるような授業が行われている。

生徒の対して，挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行われ…

お子さんの進路目標の明確化に向けた適切な指導が行われている。

生徒に対して，教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じてくれる体制ができて…

部活動は活発に行われている。

生徒会活動は活発に行われている。

お子さんにとって，有意義な学校行事がある。

学校は，地域や伝統に根ざした特色ある学校づくりに取り組んでいる。

保護者に対して，災害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられている。

保護者に対して，学校便りなどによって，学校の情報は適切に伝えられている。

校舎やグラウンドなどの施設や設備は整備されている。

学校として，いじめの問題に対する取組方針が保護者と共有されている。

お子さんの学校生活は充実している。

資格取得に向けた指導が充実している。

学習成績の評価に関する規程が周知されている。

進路に関する情報が適切に伝えられている。

学校は，生徒や保護者に対して，意見や要望などを聞く機会を設けている。

子どもの様子や，教員の指導力など，授業中の様子に関心がある。

ＰＴＡ活動に関心がある。

学校生活の様子を子どもと話題にする。
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学ぶ意欲を引き出し，学力を身につけられるような授業をすること。

挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導をすること。

進路目標の明確化に向けた適切な指導をすること。

教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じてくれる体制をつくること。

部活動の活性化に取り組んでいくこと。

生徒会活動の活性化に取り組んでいくこと。

有意義な学校行事づくりに取り組んでいくこと。

地域や伝統に根ざした特色ある学校づくりに取り組んでいくこと。

災害・非常時の避難方法や連絡方法等について適切に伝えること。

学校便りなどによって，学校の情報を適切に伝えていくこと。

校舎やグラウンドなどの施設や設備を整備すること。

いじめの早期発見に取り組んでいくこと。

生徒にとって，充実した学校生活を送れるようにすること。

資格取得に向けた指導を充実していくこと。

学習成績の評価に関する規程等を生徒や保護者に知らせること。

進路に関する情報を適切に伝えること。

生徒の考えを尊重すること。

生徒が学習した内容をしっかり理解できるよう授業づくりの工夫をすること。

生徒や保護者に学校やクラスの様子をしっかりと知らせること。

授業開始前読み上げ事項やベル着を徹底すること。

教育目標達成に向け授業その他教育活動に積極的に取り組むこと。
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集計結果に対する自己評価と学校関係者の意見等

自己評価基準
A達成している Bおおよそ達成している Cあまり達成していない D達成していない

評価 評価項目 自己 分析及び改善の方策等
分野 評価

(1)学ぶ意欲を引き出し，学力が身 達成度が 7.9 ポイント低下し，重要課題である。授業改
学 に付けられるような授業が行われ C 善のため各教科ごと研修会に参加する等の研鑽を積み
習 ている 指導法の改善を図る。
指
導 (2)資格取得に向けた指導が充実し 放課後に検定補講週間を設ける等，指導体制は確立し

ている ている。合格率は昨年度並みにとどまった。資格取得
B は商業科の大きな目標の一つでもあるので，資格取得

の意義等を含めた動機付けを効果的に行いさらなる合
格率向上を目指したい。

学校関係者評価委員会に 資格取得については，高校生にとっては直接自分の進路につながらないという意
おける意見 見もある。しかし，資格の有無は，将来に人生設計において利点に一つとなるの

で，是非推奨していただきたい。

評価 評価項目 自己 分析及び改善の方策等
分野 評価

(1)挨拶やマナー等の基本的生活習 達成度が 3.1 ポイントの増となった。引き続き，就業体
生 慣の確立に関する指導が行われて A 験や販売実習等での校外活動や実習を活用し指導の徹
徒 いる 底を図りたい。
指
導 (2)部活動や生徒会活動が活発に行 生徒や保護者の評価が 5 ポイントほど低下した。東北

われている C 大会出場を果たす部活動もあるが，毎日活動する部活
動の推進を図りたい。

学校関係者評価委員会に マナーを身に付けることは社会に出たときに非常に重要である。高校生活におい
おける意見 て部活動や生徒会活動は貴重な経験になるので，学校全体で活性化を図っていた

だきたい。

評価 評価項目 自己 分析及び改善の方策等
分野 評価

(1)進路目標の明確化に向けた適切 3年間の系統的なキャリア教育が確立されている。また，
進 な指導が行われている A セミナー等も年々充実し，保護者と教職員ともに高評
路 価であった。
指
導 (2)進路に関する情報が適切に伝え 紙媒体や HP等で適切に伝えている。

られている A

学校関係者評価委員会に キャリア教育の意義が系統的な学習の成果により，生徒にも浸透してきている。HP
おける意見 ではキャリア教育の情報が随時更新され，情報公開も積極的に行われている。

評価 評価項目 自己 分析及び改善の方策等
分野 評価

(1)地域や伝統に根ざした特色ある 地域行事の参加等の実績により，地域から「学校の様
学校づくりに取り組んでいる。 A 子が変わってきた」と好評価をいただいている。今後

そ は，学校行事に中心となる取組に育てたい。
の
他 (2)自分にとって有意義な学校行事 B 地域行事への積極的な参加がある反面，参加する生徒

がある。 の偏りが懸念材料である。全校生徒を巻き込んだ新た
な取組の創出をしたい。

学校関係者評価委員会に 地域へ貢献する取組は，以前と比較して積極的に参加し，にここ数年で大きく変
おける意見 化している。地域住民の方々からも本校生の活動が評価されている。

この資料は，平成 28年度学校評価報告書に基づいて作成した


